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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次
第６期

第３四半期累計期間
第６期

第３四半期会計期間
第５期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

営業収益 (千円) 4,518,128 1,443,407 3,345,327

経常利益 (千円) 2,147,853 607,549 1,429,208

四半期(当期)純利益 (千円) 1,264,832 357,955 836,286

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) ― 1,364,875 725,500

発行済株式総数 (株) ― 8,300,000 14,100

純資産額 (千円) ― 4,828,463 2,284,881

総資産額 (千円) ― 16,506,091 16,105,548

１株当たり純資産額 (円) ― 581.74 162,048.31

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 168.03 43.13 59,311.10

潜在株式調整後１株当たり四半期

(当期)純利益
(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 29.3 14.2

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) △2,119,622 ― 2,703,515

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △236,298 ― △166,741

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 1,226,117 ― ―

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(千円) ― 2,305,755 3,435,558

従業員数 (名) ― 60 52

(注)１　営業収益には、消費税等は含まれていません。

２　当社は、関連会社を有していないため、持分法を適用した場合の投資利益については記載していません。

３　当社は、平成20年５月１日付で普通株式１株を500株に分割しています。なお、当該分割が第５期期首に行われた

と仮定した場合における第５期の１株当たり純資産額は324.09円、同じく１株当たり当期純利益は118.62円とな

ります。

４　第６期第３四半期累計(会計)期間の１株当たり四半期純利益は、平成20年５月１日付の株式分割が期首に行わ

れたものとして計算しています。

５　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

２ 【事業の内容】

当第３四半期会計期間において、当社の事業の内容に重要な変更はありません。
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また、主要な関係会社についても異動はありません。

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４ 【従業員の状況】

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 60（10）

(注) １　従業員数には、他社から当社への出向者を含めています。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員（派遣社員）の当第３四半期会計期間の平均雇用人員です。
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第２ 【事業の状況】

１ 【業務の状況】

(1) 営業収益

当第３四半期会計期間における営業収益の実績は、次のとおりです。

(単位：千円)

区　　分
当第３四半期会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

営業収益

・外国為替取引事業収益

    外国為替取引損益 1,398,841

    手数料収入 251

    その他（受取利息） 15,444

・外国為替取引関連サービス事業収益

    その他（システム貸与料） 28,870

合　　計 1,443,407

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれていません。

(2) 外国為替保証金取引における通貨別取引高

当第３四半期会計期間における通貨別取引高の実績は、次のとおりです。

区　　分
当第３四半期会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

　　　　　　　　米ドル/円（単位：万米ドル） 1,672,043

　　　　　　　　ユーロ/円（単位：万ユーロ） 3,599,500

　　　　　　　　ポンド/円（単位：万ポンド） 1,325,851

　　　　　　　　豪ドル/円（単位：万豪ドル） 583,147

　　　　　　　ＮＺドル/円（単位：万ＮＺドル） 87,610

　　　　　　　　加ドル/円（単位：万加ドル） 27,028

　　　　　スイスフラン/円（単位：万フラン） 16,309

　　　シンガポールドル/円（単位：万ＳＧドル） 3,782

　　　　　　　香港ドル/円（単位：万香港ドル） 6,431

　　　　　　南アランド/円（単位：万ランド） 53,891

　　　　　　　ユーロ/ドル（単位：万ユーロ） 181,011

　　　　　　　ポンド/ドル（単位：万ポンド） 131,092

(注)　取引高には、ＡＳＰ先および銀行等カバー先との取引は含みません。
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(3) 自己資本規制比率

当第３四半期会計期間末における自己資本規制比率の実績は、次のとおりです。

(単位：千円)

区　　分
当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

　基本的項目 (Ａ) 4,828,463

　補完的項目 (Ｂ) －

　その他有価証券評価差額金（評価益）等 －

　金融先物取引責任準備金等 －

　一般貸倒引当金 －

　長期劣後債務 －

　短期劣後債務 －

　 控除資産 (Ｃ) 1,040,538

　 　固定化されていない自己資本(Ａ)+(Ｂ)-(Ｃ)      (Ｄ) 3,787,924

　　 リスク相当額　　（Ｆ）+（Ｇ）+（Ｈ） (Ｅ) 714,018

　市場リスク相当額 (Ｆ) 1,407

　取引先リスク相当額 (Ｇ) 12,365

　基礎的リスク相当額 (Ｈ) 700,245

　　 自己資本規制比率 　　　　           (Ｄ)／(Ｅ)×１００ 530.5％

(4）外国為替保証金取引における口座数および預り保証金残高

当第３四半期会計期間末における口座数および預り保証金残高の実績は、次のとおりです。

区　　分
当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

　　　総口座数　　 47,563

　　　（内稼動口座数） (16,925)

　　　預り保証金 （千円） 9,511,401

(注) 総口座数には、ＡＳＰ先の口座数は含みません。
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２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、以下の業務委託契約を解約しました。

商　　　号 エキサイトＦＸ株式会社

所　在　地 東京都渋谷区恵比寿四丁目20番３号

契　約　日 平成20年５月１日

契 約 期 間 平成20年５月１日～平成22年４月30日

契 約 内 容
ＩＢ(Introducing Broking_媒介)方式による外国為替保証金取引の口座開設業
務の委託

(注) １　平成20年10月10日付で、平成20年12月31日をもって当該契約を解約することに合意しました。

２　エキサイトＦＸ株式会社は、平成20年10月10日に株式会社フォレックス・トレードに社名変更しました。

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものです。

（１）経営成績の分析

当第３四半期会計期間は、平成20年９月18日にジャスダック証券取引所へ上場したことによる当

社の認知度向上に加え、金融危機深刻化や米欧での景気悪化懸念の高まりを受けたリスク回避の円

キャリートレードの巻き戻しによる歴史的な円高の進行により、外国為替取引に対する個人投資家

の関心が高まり、当第３四半期末の口座数は47,563口座、預り保証金残高は9,511百万円となり、当社

のお客様基盤がより拡大しました。

また、米国金融危機に端を発した世界的な景気後退の中、各国における金融緩和策の実施や財政出

動による景気刺激策等により、外国為替相場は値動きの激しい展開となったことからお客様の取引

も活発化し、当第３四半期会計期間の外国為替保証金取引高は、76,876百万通貨となりました。

この結果、当第３四半期会計期間の営業収益は1,443百万円となり、営業利益は609百万円、経常利

益は607百万円、そして四半期純利益は357百万円となりました。

（２）財政状態の分析

総資産は、第２四半期会計期間末に比べ3,821百万円減少し、16,506百万円となりました。これは、

主として現金及び預金が1,077百万円、保証金分別信託が2,100百万円、外国為替取引未収入金が717

百万円、外国為替保証金取引評価勘定が322百万円減少したこと等により流動資産が4,187百万円減

少したこと、並びにリース資産、ソフトウェアの取得等により固定資産が365百万円増加したことに

よるものです。

負債は、第２四半期会計期間末に比べ4,179百万円減少し、11,677百万円となりました。これは、主

として外国為替取引未払金が1,423百万円、外国為替保証金取引預り保証金が2,270百万円、外国為替

取引預り担保金が426百万円減少したこと等によるものです。

純資産合計は、第２四半期会計期間末に比べ357百万円増加し、4,828百万円となりました。これは、

利益剰余金が357百万円増加したことによるものです。

（３）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、第２四半期会計期間末に比べ1,077百万

円減少し2,305百万円となりました。

　各キャッシュ・フローの状況とその増減要因は、次のとおりです。

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

EDINET提出書類

ＦＸプライム株式会社(E21602)

四半期報告書

 6/26



当第３四半期会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益607百万円に

加え、保証金分別信託の減少による収入2,100百万円等による増加の一方で、外国為替保証金取引預

り保証金の減少による支出2,270百万円、外国為替取引未払金の減少による支出1,423百万円等によ

る減少により、最終的に975百万円の減少となりました。

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、敷金の差入による支出60百万円、

無形固定資産の取得による支出10百万により、70百万円の減少となりました。

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期会計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、リース債務の返済による支出19

百万円、株式交付費の支払額10百万円等により、31百万円の減少となりました。

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更および

新たに生じた課題はありません。

（５）研究開発活動

該当事項はありません。

（６）経営成績に重要な影響を与える要因について

当社の主要事業である外国為替保証金取引は、益々個人投資家の間に浸透しつつあり、また、個人

投資家保護の見地から法整備も進んでおり、今後も引き続き拡大すると考えます。

しかし、景気動向や金融情勢によっては、個人投資家の投資意欲の減退を招く可能性があり、ある

いは、過去に見られたような外国為替保証金取引会社の破綻が増加するようなことがあれば、個人投

資家の一時的な「外国為替保証金取引離れ」が起きないとも限りません。

また、当社は外国為替保証金取引の専業会社であり、為替相場の変動が長期にわたって停滞した場

合、当社の業績に悪影響を及ぼす可能性があります。

（７）戦略的現状と見通し

当社は、同業他社とのお客様獲得競争において優位性を保つために、オンライン取引システムの性

能強化・安定稼動、新サービス・新商品の提供に努めます。具体的には、お客様の取引スタイルの多

様化にあわせ、保証金コースを増設しました。また、平成21年３月末までに流動性の高い通貨ペアの

追加を行う予定です。更に、お客様のお取引に有用な金融情報を継続的に提供するため、常に新しい

情報ソースの開拓や当社独自のコンテンツの開発に努め、質・量ともお客様に満足いただけるよう

な多面的な情報を分かりやすく提供していくとともに、お客様のお取引に関する知識の向上に寄与

することを目的に、毎月１回以上オンラインセミナーを開催します。

更に、お客様にフラストレーションを感じさせない安定性に優れた取引システムを構築するとと

もに、その完全な二重化・冗長化により、信頼性の高い取引環境の確保に努めます。また、お客様に一

層利便性の高い取引システムを提供すべく、高レスポンス機能の取引ツール「プライムナビゲー

タ」を平成20年12月25日にリリースしました。既存のサービスについても、注文取消・複数決済機能

を追加するなど、お客様の利便性向上を追求しています。
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他方、引き続きＩＳＭＳ（情報セキュリティの国際規格）に則った運用を行うことで強固な情報

セキュリティ管理体制の維持を図り、お客様情報を含む社内情報資産の適切な保護・監視を行うこ

とにより、同業他社との差別化を図ります。

また、当社は、今後も外国為替保証金取引を中心にビジネス展開を図りますが、外国為替取引シス

テムあるいは外国為替チャートの提供、金融情報配信ビジネス等外国為替取引周辺関連ビジネスの

積極的な展開を図ることで、収益源の多様化を進めます。

（８）経営者の問題認識と今後の方針について

当社経営陣は、現在の事業環境および入手可能な情報に基づき最善の経営方針を立案するよう努

めていますが、外国為替保証金取引業界の各社間のお客様獲得競争は一段と激化しています。このよ

うな状況下、当社は、お客様満足度の一層の向上に軸足を置いた経営を推進します。お客様から更に

信頼される会社となるべく、経営の透明性・健全性を一段と高め、厳格なリスク管理手法のお客様へ

の提供継続、取引システムの機能拡充、新サービス・新商品等の提供など、お客様の利便性向上も進

め、既存のお客様のロイヤリティ向上を図るとともに新しいお客様の獲得にも注力し、お客様基盤拡

充に取組みます。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期会計期間に以下の設備を取得しました。

事業所名　　　　　　
　(所在地)

事業区分 設備の内容
帳簿価額(千円)

取得年月
リース資産 ソフトウエア

本　社
(東京都渋谷区)

外国為替取
引事業

外国為替取引システム機器増強 68,581 － 平成20年11月

外国為替取引専用ツール開発 20,496 156,379平成20年12月

外国為替取引システム用ソフトウエア － 60,966平成20年12月

全社 社内システム増強用ハードウエア 37,946 － 平成20年11月

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれていません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期会計期間において、第２四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。

　なお、上記「(1)主要な設備の状況」に記載した取得設備については、それぞれ外国為替取引システム

機器増強（総額 198,439千円）、外国為替取引専用ツール開発（総額 374,215千円）、外国為替取引シ

ステム開発（総額 193,057千円）、および社内システム増強（総額 215,924千円）の一部が取得年月

において完了したものです。

　また、当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,300,000 8,300,000ジャスダック証券取引所 単元株式数は100株です。

計 8,300,000 8,300,000 ― ―

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年12月31日 － 8,300,000 － 1,364,875 － 1,164,875

(5) 【大株主の状況】

伊藤忠商事株式会社から、平成21年１月６日付で提出された大量保有報告書（変更報告書）により、平

成20年12月22日現在で同社および共同保有者がそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受

けていますが、当四半期報告書提出日において、実質所有状況の確認ができていません。

なお、その大量保有報告書（変更報告書）の内容は、次のとおりです。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(総数)(株・口)

株券等保有割合
(％)

伊藤忠商事株式会社
大阪府大阪市中央区久太郎町４丁目
１番３号

4,568,500 55.04

ＴＡＫＭＡキャピタル株式会社 東京都港区北青山２－11－３ 9,300 0.11

計 － 4,577,800 55.15

(注)　伊藤忠商事株式会社の住所は、当社の株主名簿では「東京都港区北青山２－５－１」と記載されています。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日現在で記載しています。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
8,299,900

82,999 ―

単元未満株式
普通株式

100
― ―

発行済株式総数 8,300,000 ― ―

総株主の議決権 ― 82,999 ―

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

　
10月

　
11月

　
12月

最高(円) ― ― ― ― ― 1,100 911 705 550

最低(円) ― ― ― ― ― 777 560 427 432

(注)　１　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものです。

２　当社株式は、平成20年９月18日からジャスダック証券取引所市場に上場されていますので、それ以前について

は、該当ありません。

３ 【役員の状況】

平成20年8月18日付の有価証券届出書提出後、当四半期報告書提出日までに役員の異動はありません。

EDINET提出書類

ＦＸプライム株式会社(E21602)

四半期報告書

11/26



第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しています。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間(平成20年10月１日か

ら平成20年12月31日まで)及び当第３四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)に係

る四半期財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けています。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成していません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,305,755 3,435,558

保証金分別信託 ※１
 10,725,865

※１
 8,454,245

売掛金 23,206 1,077

前払費用 54,145 45,887

繰延税金資産 81,645 82,064

外国為替保証金取引未収入金 739 1,715

外国為替取引未収入金 83 26,019

外国為替保証金取引評価勘定 1,699,829 1,453,272

外国為替取引評価勘定 68,989 150,987

外国為替取引差入担保金 502,407 2,003,553

その他 57,032 56,143

流動資産合計 15,519,697 15,710,524

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 18,516 18,016

工具、器具及び備品（純額） 1,511 1,879

リース資産（純額） 286,169 －

有形固定資産合計 ※２
 306,196

※２
 19,895

無形固定資産

のれん － 9,280

意匠権 1,874 473

ソフトウエア 477,502 270,125

その他 369 369

無形固定資産合計 479,746 280,248

投資その他の資産

長期前払費用 1,923 531

繰延税金資産 31,655 17,554

敷金及び保証金 166,872 76,795

投資その他の資産合計 200,450 94,880

固定資産合計 986,393 395,024

資産合計 16,506,091 16,105,548
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(単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

外国為替保証金取引未払金 196,213 316,129

外国為替取引未払金 21,942 40,786

未払金 164,741 299,063

未払費用 31,646 8,752

リース債務 83,333 －

未払法人税等 570,440 636,329

外国為替保証金取引預り保証金 9,511,401 9,335,832

外国為替取引預り担保金 597,378 3,111,218

預り金 23,695 2,614

賞与引当金 48,873 55,710

役員賞与引当金 8,550 14,231

設備関係未払金 202,619 －

流動負債合計 11,460,835 13,820,667

固定負債

リース債務 216,792 －

固定負債合計 216,792 －

負債合計 11,677,627 13,820,667

純資産の部

株主資本

資本金 1,364,875 725,500

資本剰余金

資本準備金 1,164,875 525,500

資本剰余金合計 1,164,875 525,500

利益剰余金

繰越利益剰余金 2,298,713 1,033,881

利益剰余金合計 2,298,713 1,033,881

株主資本合計 4,828,463 2,284,881

純資産合計 4,828,463 2,284,881

負債純資産合計 16,506,091 16,105,548

EDINET提出書類

ＦＸプライム株式会社(E21602)

四半期報告書

14/26



(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業収益

外国為替取引損益 4,419,992

手数料収入 1,357

その他 96,778

営業収益合計 4,518,128

販売費及び一般管理費

役員報酬 48,170

役員賞与 6,744

給料手当及び福利費 359,639

賞与引当金繰入額 48,873

役員賞与引当金繰入額 8,550

退職給付費用 8,321

広告宣伝費 466,337

調査費 42,146

システム経費 706,739

支払手数料 132,860

業務委託費 148,601

租税公課 129,899

減価償却費 81,363

賃借料 69,278

のれん償却額 9,280

その他 75,668

販売費及び一般管理費合計 2,342,473

営業利益 2,175,654

営業外収益

受取利息 20

その他 2

営業外収益合計 22

営業外費用

支払利息 2,446

株式交付費 15,885

株式公開費用 9,490

営業外費用合計 27,823

経常利益 2,147,853

特別損失

リース解約損 365

特別損失合計 365

税引前四半期純利益 2,147,487

法人税、住民税及び事業税 896,337

法人税等調整額 △13,682

法人税等合計 882,655

四半期純利益 1,264,832
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【第３四半期会計期間】
(単位：千円）

当第３四半期会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

営業収益

外国為替取引損益 1,398,841

手数料収入 251

その他 44,314

営業収益合計 1,443,407

販売費及び一般管理費

役員報酬 17,860

給料手当及び福利費 102,281

賞与引当金繰入額 39,922

役員賞与引当金繰入額 2,775

退職給付費用 6,263

広告宣伝費 140,499

調査費 17,049

システム経費 271,880

支払手数料 45,399

業務委託費 45,002

租税公課 50,442

減価償却費 39,982

賃借料 28,436

のれん償却額 1,280

その他 25,186

販売費及び一般管理費合計 834,262

営業利益 609,144

営業外収益

受取利息 3

その他 0

営業外収益合計 3

営業外費用

支払利息 1,598

営業外費用合計 1,598

経常利益 607,549

特別損失

リース解約損 365

特別損失合計 365

税引前四半期純利益 607,184

法人税、住民税及び事業税 231,746

法人税等調整額 17,482

法人税等合計 249,228

四半期純利益 357,955
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 2,147,487

減価償却費 81,363

のれん償却額 9,280

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,836

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5,681

リース解約損 365

受取利息 △20

支払利息 2,446

株式交付費 15,885

株式公開費用 9,490

保証金分別信託の増減額(△は増加) △2,271,619

売掛金の増減額(△は増加) △22,128

前払費用の増減額（△は増加） △8,258

外国為替保証金取引未収入金の増減額(△は増加) 976

外国為替取引未収入金の増減額(△は増加) 25,935

外国為替保証金取引評価勘定(流動資産)の増減額
(△は増加)

△246,556

外国為替取引評価勘定(流動資産)の増減額(△は
増加)

81,997

外国為替取引差入担保金の増減額（△は増加） 1,501,146

長期前払費用の増減額（△は増加） △1,391

外国為替保証金取引未払金の増減額(△は減少) △119,915

外国為替取引未払金の増減額(△は減少) △18,844

未払金の増減額（△は減少） △33,926

未払費用の増減額（△は減少） 22,894

外国為替保証金取引預り保証金の増減額(△は減
少)

175,568

外国為替取引預り担保金の増減額(△は減少) △2,513,840

預り金の増減額（△は減少） 21,081

その他 △888

小計 △1,153,987

利息及び配当金の受取額 20

利息の支払額 △2,446

リース解約損の支払額 △365

法人税等の支払額 △962,841

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,119,622

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △841

無形固定資産の取得による支出 △145,379

敷金の差入による支出 △90,077

投資活動によるキャッシュ・フロー △236,298
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（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 1,278,750

株式交付費の支払額 △15,885

株式公開費用の支払額 △9,490

リース債務の返済による支出 △27,256

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,226,117

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,129,803

現金及び現金同等物の期首残高 3,435,558

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 2,305,755
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

会計方針の変更

リース取引に関する会計基準等の適用

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　

企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成６年

１月18日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期会計期間から早期に適

用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理

から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しています。

　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価格をゼロとして算定する方法に

よっています。

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃

貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しています。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期累計期間のリース資産が有形固定資産に

286,169千円、リース債務が流動負債に83,333千円、固定負債に216,792千円計上され、営業利益は13,574千

円、経常利益および税引前四半期純利益は、16,020千円減少しています。

【表示方法の変更】

当第３四半期累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

(四半期貸借対照表）

前事業年度末において流動負債の「未払金」に含めて表示していた「設備関係未払金」が、当第３四半期

会計期間末において負債純資産の合計額の100分の１を超えたため区分掲記しました。なお、前事業年度末の

「設備関係未払金」は74,823千円です。

【簡便な会計処理】

　　　　　当第３四半期累計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日)

　　　　　　該当事項はありません。

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

　　　　　当第３四半期累計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日)

　　　　　　該当事項はありません。

【追加情報】

当第３四半期累計期間

(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

(退職給付費用）

当社は、確定拠出年金制度の導入に伴い、第２四半期会計期間より退職給付費用を計上しています。

(株式交付費)

当社は、平成20年９月18日にジャスダック証券取引所に上場し、公募増資を行いました。本増資に伴い支出

した諸費用を株式交付費として支出時に全額費用として計上しています。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

※１　保証金分別信託

　お客様からの「外国為替保証金取引預り保証金」

は、金融商品取引法第43条の３に基づき、当社の自己

資産と区分して管理するため、信託銀行との契約によ

り「保証金分別信託」として信託保全しています。な

お、信託の保全額は、お客様からの「預り保証金」に

日々発生するスワップポイント（金利相当額）の受

払い額、お客様のポジション持ち値を日々時価評価し

た差額および取引手数料の未収額を加減した純資産

額をもって、取引日の３営業日後に信託に繰入れるこ

ととしています。したがって、期末日現在の「保証金

分別信託残高」は３営業日前の「差引純資産額」に

対応するものです。また、期末日現在の「差引純資産

額」を信託に繰入れるのは３営業日後となります。そ

のため、信託への繰入れまでに当社に不測の事態が発

生しても、お客様からの預り保証金ができる限り保全

されるよう、過去の経験値から当社の余裕資金の一部

を加算して「保証金分別信託」を行なっています。

　

　外国為替保証金取引預り保証金　 9,511,401千円　　

　外国為替保証金取引未払金(スワップポイント)  　　

　　　　　　                        

            196,213千円　　

　外国為替保証金取引評価勘定(流動資産)

                               △1,699,829千円　

　

　外国為替保証金取引未収入金(取引手数料)　

                                　 　△739千円　

  差引純資産額（期末日現在）     8,007,046千円　

　保証金分別信託残高（同上）　　10,725,865千円

 <参考>　

　差引純資産額（平成20年12月26日現在)

　　　　                         7,954,099千円　　

　保証金分別信託残高(平成21年１月７日現在) 

                                10,725,865千円

 

※１　保証金分別信託

　同左　

　

　外国為替保証金取引預り保証金　 9,335,832千円　　

　外国為替保証金取引未払金(スワップポイント)  　　

　　　　　　                        

            316,129千円　　

　外国為替保証金取引評価勘定(流動資産)

                               △1,453,272千円　

　

　外国為替保証金取引未収入金(取引手数料)　

                                　△ 1,715千円　

　差引純資産額（期末日現在）     8,196,973千円　

　保証金分別信託残高（同上）　　 8,454,245千円

<参考>　

　差引純資産額（平成20年３月26日現在)

　　　　                         7,822,631千円　　

　保証金分別信託残高(平成20年４月３日現在) 

                                 8,825,865千円

※２　有形固定資産の減価償却累計額      32,005千円※２　有形固定資産の減価償却累計額       3,581千円

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。
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(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間 
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との

    関係

現金及び預金 2,305,755千円

現金及び現金同等物 2,305,755千円
　

(株主資本等関係)

当第３四半期会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期累計期間(自 平成20年４月１日

至　平成20年12月31日)

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期会計期間末

普通株式(株) 8,300,000

　
２．自己株式に関する事項

該当事項はありません。

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

　該当事項はありません。

　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生

日が当四半期会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

５．株主資本の著しい変動に関する事項

当社は、平成20年９月18日にジャスダック証券取引所に上場し、公募増資による払い込みを受けまし

た。

　この結果、資本金が639,375千円、資本準備金が639,375千円増加し、当第３四半期会計期間末において

資本金が1,364,875千円、資本剰余金が1,164,875千円となっています。

(有価証券関係)

該当事項はありません。
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(デリバティブ取引関係)

当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）

デリバティブ取引の契約額等、時価および評価損益

　通貨関連

種類 契約額等
（千円）

契約額等の
うち１年超
（千円）

時価
（千円）

評価損益
（千円）

外国為替保証金取引および

外国為替保証金取引会社との取引

　売建 23,501,696 － 21,890,0281,611,667

　買建 13,148,825 － 13,236,98688,161

カウンターパーティとの取引

　売建 769,114 － 758,723 10,391

　買建 9,342,826 － 9,401,42458,597

合計 － － － 1,768,818

　　（注）時価の算定方法　当第３四半期会計期間末の直物為替相場により算定しています。

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

(持分法損益等)

当社は、関係会社を有していません。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

581.74円 162,048.31円

(注)１　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期会計期間末 前事業年度末

（平成20年12月31日） （平成20年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 4,828,463 2,284,881

普通株式に係る純資産額（千円） 4,828,463 2,284,881

普通株式の発行済株式数（株） 8,300,000 14,100

普通株式の自己株式数（株） － －

１株当たり純資産額の算定に用いられた普
通株式の数（株）

8,300,000 14,100

２　当社は、平成20年５月１日付で普通株式１株を500株に分割しています。当該分割が前期首に行われたと仮

定した場合における前事業年度末の１株当たり純資産額は324.09円です。

２．１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期累計期間

当第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 　至 平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 168.03円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期累計期間 
(自　平成20年４月１日 
　至　平成20年12月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 1,264,832

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,264,832

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式の期中平均株式数(株) 7,527,272

普通株式増加数(株) 8,285,900

３　当社は、平成20年５月１日付で普通株式１株を500株に分割しており、普通株式の期中平均株式数は、当該

分割が期首に行われたものとして計算しています。
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第３四半期会計期間

当第３四半期会計期間 
(自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 43.13円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第３四半期会計期間 
(自　平成20年10月１日 
　至　平成20年12月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 357,955

普通株式に係る四半期純利益(千円) 357,955

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式の期中平均株式数(株) 8,300,000

普通株式増加数(株) －

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年２月12日

ＦＸプライム株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　野　島　　浩一郎　　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　安　藤　　通　教　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＦＸ

プライム株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第６期事業年度の第３四半期会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年12

月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人

の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ＦＸプライム株式会社の平成20年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認

められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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